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平成27年度各会計決算を認定 

一般会計及び特別会計12件並びに水道事業会計及び下水道事業会計の決算は、それぞれ

所管の常任委員会の審査を経て、審議の結果、すべて可決及び認定されました。なお、一

般会計決算に関する質疑の一部は次のとおりです。 

○使用料及び手数料 

手数料における消防手数料842万6,650円について、平成26年度と比較して、危険物タン

ク完成検査前検査が60万9,200円の減額となった理由を質問したのに対し、消防本部から

「管内で製造された危険物タンクを対象とする検査であり、他市の危険物施設のタンクも

受注製造している大規模なタンクメーカーがあることから、全国的な設備投資の減少に伴

い、申請件数が減少したためである」との答弁がありました。 

○総務費 

総務管理費における庁舎維持補修事業について、旧総合保健センターの電気料金等200万

円強の内訳を質問したのに対し、総務部から「電気料金94万6,960円に加え消防設備保守点

検業務委託料25万9,200円、機械警備業務委託料64万8,000円、電気設備保守点検業務委託

料35万7,696円である」との答弁がありました。 

さらに委員から、電気料金の必要性について質問したのに対し、企画部から「地下の貯

留槽に流入する雨水を常時排出できるようにするためにも必要である」との答弁がありま

した。 

総務管理費における相談事業の法律相談業務委託料330万4,800円について、相談状況を

質問したのに対し、市民部から「兵庫県弁護士会の弁護士による法律相談の件数は822件で

あった。その主な内容は、離婚、相続、金銭問題及び多重債務などに関するものである」

との答弁がありました。 

さらに委員から、予約待ちの状況について質問したのに対し、市民部から「市民相談員

が事前に相談内容を聞き取り、法律相談に該当する内容を整理することにより、予約待ち

が少なくなるよう努めている」との答弁がありました。 

○民生費 

生活保護費における生活保護適正実施推進事業の生活保護就労指導員報酬514万800円に

ついて、対象人数と効果を質問したのに対し、福祉部から「生活保護者の自立促進を図る

ため、指導員２名が就労支援を行っており、78人を対象に934回の就労指導を行い、そのう

平成28年第４回市議会（定例会）が開催されました 

第４回市議会（定例会）は、９月６日から９月29日までの24日間の日程で行われました。 

会期中、平成27年度各会計決算、平成28年度一般会計補正予算など市長提出議案33件と、

議員提出議案の会議案１件及び決議案１件について審議され、いずれも原案のとおり認定、

可決、同意及び推せんされました。 

代表質問は、９月８日に各会派の代表である４人の議員によって行われ、一般質問は、９

月８日及び９日に９人の議員によって行われました。 

また、請願３件が提出されました。 
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ち46人の就労につながった」との答弁がありました。 

○衛生費 

保健衛生費における妊婦歯科健康診査事業の妊婦歯科健康診査委託料335万4,267円につ

いて、受診人数と効果を質問したのに対し、こども部から「妊娠届出時に受診券を交付し、

757人が歯科健康診査を受診している。そのうち538人が要治療と診断されたが、そのほと

んどが治療されており、妊婦の口腔衛生及び胎児の健全な発育並びに予防意識の向上にお

いて効果があったものと考えている」との答弁がありました。 

○農林水産業費 

農業費における未利用農地等活性化緊急対策事業の後継者育成・指導事業委託料1,500万

円の今までの実績を質問したのに対し、地域振興部からは「平成19年から実施している育

農塾の卒業生22名のうち、現在18名が就農中である。解消された耕作放棄地は30ヘクター

ルである」との答弁がありました。 

さらに委員から、今後の方向性について質問したのに対し、地域振興部から「後継者の

育成以外に現在農業を営んでいる方への研修事業や、未利用農地等活性化緊急対策事業で

作付した生産物の販路開拓を検討していきたい」との答弁がありました。 

○土木費 

道路橋梁費における省エネ推進事業について事業実績を質問したのに対し、建設部から

「防犯灯については市が管理している8,115灯のうち、既にＬＥＤ化したものを除く7,790

灯全てと、道路照明灯については市内の100ワット以上の水銀灯1,068灯のうち1,019灯を

リース方式でＬＥＤに変更した」との答弁がありました。 

○教育費 

教育総務費におけるいのちと心サポート事業の教育相談員報酬251万5,410円について、

勤務内容と効果を質問したのに対し、教育指導部から「退職教員１名が週５日、フルタイ

ムで勤務している。いじめ、不登校等に関するサポートとして、電話及び訪問により453

件について対応し、全て解決済である」との答弁がありました。 

議 決 件 数 
 

 

 

 

議決結果及び会派等の賛否一覧 

 

 

 

 

 

 

 

区  分 決 算 予 算 条 例 人 事 単 行 決 議 合 計 請 願

市長提出議案 １４ ９ ５ ５   ３３ 
３ 

議員提出議案     １ １ ２ 

◆市長提出議案 ※○は賛成、×は反対。

○ ○認定７号 平成27年度加古川市歯科保健センター事業特別会計歳入歳出決算 認定 ○ ○ ○

○ ○

認定６号 平成27年度加古川市夜間急病医療事業特別会計歳入歳出決算 認定 ○ ○ ○ ○ ○

認定５号 平成27年度加古川市公園墓地造成事業特別会計歳入歳出決算 認定 ○ ○ ○

○
○1
×3

認定４号 平成27年度加古川市介護保険事業特別会計歳入歳出決算 認定 ○ ○ ○ ○
○1
×3

認定３号 平成27年度加古川市後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算 認定 ○ ○ ○

○
○1
×3

認定２号 平成27年度加古川市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算 認定 ○ ○ ○ ○
○1
×3

認定１号 平成27年度加古川市一般会計歳入歳出決算 認定 ○ ○ ○

番　　号 件　　　　　名 結果 創 志 公 新 無
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◆議員提出議案

○ ○

決議案１号 議会事務事業評価に関する決議 可決 ○ ○ ○ ○ ○

会議案２号 議員派遣のこと 可決 ○ ○ ○

番　　号 件　　　　　名 結果 創 志 公 新 無

認定８号 平成27年度加古川市緊急通報システム事業特別会計歳入歳出決算 認定 ○ ○ ○ ○ ○

○
○1
×3

認定10号 平成27年度加古川市公設地方卸売市場事業特別会計歳入歳出決算 認定 ○ ○ ○ ○ ○

認定９号 平成27年度加古川市病院事業債管理事業特別会計歳入歳出決算 認定 ○ ○ ○

○
○1
×3

認定12号 平成27年度加古川市財産区特別会計歳入歳出決算 認定 ○ ○ ○ ○ ○

認定11号 平成27年度加古川市駐車場事業特別会計歳入歳出決算 認定 ○ ○ ○

○
○2
×2

議案76号 平成27年度加古川市下水道事業会計利益の処分及び決算の認定について
可決

及び

認定
○ ○ ○ ○

○2
×2

議案75号 平成27年度加古川市水道事業会計利益の処分及び決算の認定について
可決

及び

認定
○ ○ ○

○
○3
×1

議案78号 平成28年度加古川市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１回） 可決 ○ ○ ○ ○ ○

議案77号 平成28年度加古川市一般会計補正予算（第２回） 可決 × ○ ○

○ ○

議案80号 平成28年度加古川市介護保険事業特別会計補正予算（第１回） 可決 ○ ○ ○ ○ ○

議案79号 平成28年度加古川市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１回） 可決 ○ ○ ○

○ ○

議案82号 平成28年度加古川市夜間急病医療事業特別会計補正予算（第１回） 可決 ○ ○ ○ ○ ○

議案81号 平成28年度加古川市公園墓地造成事業特別会計補正予算（第１回） 可決 ○ ○ ○

○ ○

議案84号 平成28年度加古川市緊急通報システム事業特別会計補正予算（第１回） 可決 ○ ○ ○ ○ ○

議案83号 平成28年度加古川市歯科保健センター事業特別会計補正予算（第１回） 可決 ○ ○ ○

○ ○

議案86号 加古川市立認定こども園条例を定めること 可決 ○ ○ ○ ○ ○

議案85号 平成28年度加古川市財産区特別会計補正予算（第１回） 可決 ○ ○ ○

○ ○

議案88号 加古川市市民センター設置条例の一部を改正する条例を定めること 可決 × ○ ○ ○
○1
×3

議案87号
加古川市長の選挙における選挙運動用ビラの作成の公営に関する条例等の一部を改
正する条例を定めること

可決 ○ ○ ○

○ ○

議案90号 加古川市廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を改正する条例を定めること 可決 ○ ○ ○ ○
○1
×3

議案89号 加古川市立保育所条例の一部を改正する条例を定めること 可決 ○ ○ ○

○ ○

議案92号 加古川市教育長任命につき同意を求めること 同意 ○ ○ ○ ○ ○

議案91号 加古川市教育委員会委員任命につき同意を求めること 同意 ○ ○ ○

○ ○

議案94号 人権擁護委員候補者推せんにつき意見を求めること 推せん ○ ○ ○ ○ ○

議案93号 加古川市・播磨町公平委員会委員選任につき同意を求めること 同意 ○ ○ ○

○ ○議案95号 人権擁護委員候補者推せんにつき意見を求めること 推せん ○ ○ ○

公 新 無番　　号 件　　　　　名 結果 創 志
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代 表 質 問 

各会派の代表である４人の議員が質問し、市長及び教育長から答弁がありました。 

質問議員及び質問項目は次のとおりです。 

○中村 亮太（創政会） 

１．公共施設等総合管理計画と今後について 

２．公開事業評価の庁内理解について 

○木谷 万里（志政加古川） 

１．「安全・安心のまちづくり」について 

２．障害のある人もない人も共に安心し 

て暮らせるまちづくりについて 

 

 

 

 

○相良 大悟（公明党議員団） 

１．安心して暮らせるまちづくりについて 

２．心豊かに暮らせるまちづくりについて 

３．にぎわいの中で、暮らせるまちづく 

りについて 

○村上 孝義（新市民クラブ） 

１．市長就任２年の評価と反省等について 

２．子育て教育日本一のまちづくりについて 

３．加古川駅北３１街区の加古川の新た 

な顔に相応しい施設整備について 

４．広域行政の強化について 

一 般 質 問 

一般質問では、９人の議員が質問に立ち、各部長から答弁がありました。 

質問議員及び質問項目は次のとおりです。 

○松本 裕之（志政加古川）    

【一問一答方式】 

１．児童クラブについて 

２．日岡山市民プール全面改修について 

○福岡 照文（創政会）    

【一括方式】 

１．「加古川駅南ミニ市役所及び市民セン 

ターの今後の方向性」について 

○稲次 誠（新市民クラブ）    

【一括方式】 

１．母なる川「加古川」に対する愛着に 

ついて 

２．道路及び歩道の安全対策について 

○落合 誠（創政会） 

【一問一答方式】 

１．人と動物が調和し、愛がある共生する社 

会の実現について 

２．公共工事入札参加業者並びに公共施設 

使用許可業者における社会保険等の加 

入について 

○井上 津奈夫（無会派）    

【一括方式】 

１．障害を理由とする差別の解消に向けた取 

り組みについて 

 

 

◆創政会（創） ◆志政加古川（志） ◆公明党議員団（公） ◆新市民クラブ（新） ◆無会派（無）

山本一郎・落合　 誠・福岡照文 織田正樹・松本裕之 桃井祥子・白石信一 稲次 　誠・渡辺征爾 ※会派に属さない議員

中村亮太・森田俊和・原田幸廣 西村雅文・建部正人 小澤敬子・小林直樹 畑 広次郎・村上孝義 高木英里・岸本建樹

佐藤　守・吉野晴雄・神吉耕藏 玉川英樹・木谷万里 相良大悟・大西健一 井上津奈夫・松崎雅彦

井上隆司（議長） 松本裕一

※原則として議長は議案の採決に加わらない。

◆会派略称及び所属議員

請願15号 加古川市の中学校給食の早期開始、特に両荘中学校の給食を１日でも早く開始することについて 不採択

請願16号 ＴＰＰ協定国会批准に反対する意見書を衆議院及び参議院に提出することを求める請願 不採択

◆請　　願

番　　号 件　　　　　名 結果

請願14号 東・西市民病院跡地活用として早期に医療活動を求める請願 不採択
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○桃井 祥子（公明党議員団）     

【一括方式】 

１．食品ロス削減に向けての本市の取り組 

みについて 

２．空き家の管理・利活用・予防の取り組 

みについて 

○高木 英里（無会派） 

【一括方式】 

１．国民健康保険の都道府県単位化の問題点 

について 

○岸本 建樹（無会派）      

【一括方式】 

１．東・西市民病院跡地での医療継続活用 

について 

２．下水道の整備計画区域の見直しについて 

○西村 雅文（志政加古川）     

【一問一答方式】 

１．「教科書謝礼問題」における公正取引 

委員会の調査結果について

 
 

条例・補正予算など議案の審査、所管事務に関する調査を行いました。付託案件審査を

除く内容は次のとおりです。 

■総務教育常任委員会 

所管事務調査（報告事項） 

〔教育委員会〕    

◇西神吉小学校児童の通学途上の交通事故に 

ついて 

〔総務部〕  

◇平成28年度加古川市総合防災訓練の概要に 

ついて 

◇福祉避難所の追加指定及び災害時における 

支援協定について 

〔企画部〕    

◇加古川西市民病院跡地活用事業者募集にお 

ける優先交渉権者の決定について 

◇地方創生加速化交付金「クラウドファンデ 

ィング利活用一市二町（加古川市・稲美町・ 

播磨町）連携事業」の実施について 

■福祉環境常任委員会 

所管事務調査（報告事項） 

〔市民部〕   

◇国民健康保険料納付通知書の発送漏れにつ 

いて 

◇第10次加古川市交通安全計画（案）に関す 

るパブリックコメントの実施について 

〔こども部〕   

◇予防接種法施行令等の改正に伴うＢ型肝炎 

ワクチンの定期接種化について 

〔環境部〕   

◇「加古川市民27万人の力で20％ごみ減量 

を！」運動について 

■建設経済常任委員会 

所管事務調査（報告事項） 

〔建設部〕    

◇平成28年度日光山墓園合葬式墓地新規貸付 

について 

〔上下水道局〕    

◇郵便入札に係る落札決定の取消しについて 

〔地域振興部〕    

◇全国コットンサミットin加古川について 

 

 

 

 

 

 

９月13日から15日にかけて、各常任委員会にて決算審査を行いました。その中では、決

算審査の一環として、議会事務事業評価も行いました。なお、結果は次のとおりです。 

日  程 対象事業 評価区分 

９月13日（火） 総務教育常任委員会 少年補導・相談事業 現行どおり 

９月14日（水） 福祉環境常任委員会 地域保健医療情報システム事業 縮小 

９月15日（木） 建設経済常任委員会 棋士のまちＰＲ事業 拡充 

９月７日に各常任委員会を開催しました 

９月13日、14日、15日に各常任委員会を開催しました 
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９月29日、議員提案により、議会事務事業評価に関する決議が追加提案され、全会一致で可決

されました。決議の内容は以下のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■■■■■■■■■■■■■■ 議 会 の う ご き ■■■■■■■■■■■■■■ 

―10月・11月の常任委員会開催予定― ※いずれの日も開会時刻は午前９時30分の予定です。 

日(曜日） 日   程 日(曜日） 日   程 

10月 

19日（水） 

20日（木） 

21日（金） 

 

総務教育常任委員会 

福祉環境常任委員会 

建設経済常任委員会 

11月 

17日（木） 

18日（金） 

21日（月） 

 

総務教育常任委員会 

福祉環境常任委員会 

建設経済常任委員会 

 

「議会事務事業評価に関する決議」が可決されました 

＜発 行＞  加古川市議会事務局 議事総務課 

〒675-8501  加古川市加古川町北在家2000 

電話：079-427-9304・FAX：079-424-9043 

E-mail:gikai_soumu@city.kakogawa.lg.jp 

※ご意見などがございましたら、議会事務局までお寄せください。

議会事務事業評価に関する決議 

 加古川市議会では、平成２７年度決算審査の一環として議会事務事業評価を実施し、その評価結果をもっ

て平成２９年度の予算への提言を行う。評価は、予算規模の増減に着目し、「拡充」「現行どおり」「縮小」「廃

止」の４区分とした。 

記 

１．少年補導・相談事業 

  評価：現行どおり 

  本事業は、少年補導委員による青少年の健全育成及び非行防止に寄与することを目的としており、これ

までの地道な活動を評価する。しかしながら、事業開始から５０年が経過しており、環境や役割の変化に

対応した事業推進が必要である。 

今後は、教育委員会だけではなく市長部局とも連携し、概ね３年程度を目途として、従来の制度にとら

われず、保護者や地域ボランティアなどを含めた新たな見守りネットワークの構築など、地域全体で青少

年を見守る総合的な取り組みへの転換を提言する。 

２．地域保健医療情報システム事業 

評価：縮小 

本事業は、市民が安心して保健・医療サービスを受けることのできる画期的な情報システムとして運用

を開始し、市民の健康管理の支援、医療機関等との連携及び市の各種計画の策定に健診データを活用する

など、一定の効果を上げてきたものと評価する。 

しかしながら、事業開始から２７年が経過した現時点では、医療機関等で活用されている状況が見えに

くく、費用対効果が低いため、事業の抜本的見直しを求める。 

今後は、事業内容の精査・検討を行い、行政として委託すべき部分と補助等に切り替えるべき部分を明

確にすること及び３年程度を目途として、新たなシステムへの移行もしくは他システムとの統合について

検討することを提言する。 

３．棋士のまちＰＲ事業 

評価：拡充 

本事業は、「棋士のまち将棋フェスタ」等の普及啓発事業を実施しており、一定の評価をする。 

しかしながら、「棋士のまち」に対する市民の認知度はまだまだ低く、学校園に対しての働きかけも十

分でない。本事業は、本市のにぎわいと活性化はもとより、青少年の健全育成に寄与し、今後シティプロ

モーションを推進するうえでの大きなツールとなりうると考える。 

今後は、市民が将棋文化と触れ合う機会の創出や教育現場への活用の検討など、教育委員会との連携強

化を図り、将棋人口の増加や将来の棋士の育成を目指していただきたい。さらには、市民が「棋士のまち」

を誇りに感じ、全国にアピールできるよう、総合的な施策を検討することを提言する。 

平成２８年９月２９日 

加 古 川 市 議 会


